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第２特集

⑶
　
移
行
措
置
お
よ
び
適
用
日

本
改
訂
は
、
２
０
２
３
年
１
月
１
日
以

降
開
始
す
る
事
業
年
度
に
適
用
さ
れ
る
。

ま
た
、
本
改
訂
の
早
期
適
用
は
認
め
ら
れ

る
が
、
早
期
適
用
の
旨
を
開
示
す
る
必
要

が
あ
る
。

本
改
訂
を
適
用
す
る
企
業
は
、
提
示
し

た
最
も
早
い
比
較
期
間
の
開
始
時
に
、
関

連
す
る
す
べ
て
の
将
来
減
算
一
時
差
異
お

よ
び
将
来
加
算
一
時
差
異
に
係
る
繰
延
税

金
資
産（
将
来
減
算
一
時
差
異
を
利
用
で

き
る
課
税
所
得
が
利
用
可
能
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
範
囲
で
）お
よ
び
繰
延
税
金
負

債
を
認
識
し
、
適
用
開
始
の
累
積
的
影
響

を
、
利
益
剰
余
金（
ま
た
は
必
要
に
応
じ

て
資
本
の
他
の
内
訳
項
目
）の
期
首
残
高

に
対
す
る
調
整
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

無
形
資
産
や
棚
卸
資
産
に
関
す
る
事
項
も

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
解
釈
指
針
委
員
会
の

ア
ジ
ェン
ダ
決
定
の
概
要
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【
こ
の
章
の
エ
ッ
セ
ン
ス
】

●
Ｉ
Ａ
Ｓ
38
号
に
お
い
て
は
、顧
客
が
、設

定
お
よ
び
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
に
か
か
る
コ

ス
ト
に
つ
い
て
、設
定・カ
ス
タ
マ
イ
ズ

の
対
象
と
な
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
顧
客

が
支
配
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
で
は
、多

く
の
場
合
、無
形
資
産
は
認
識
さ
れ
な

い
。顧
客
は
設
定
お
よ
び
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
領
し
た
時
に
そ
の

コ
ス
ト
を
費
用
と
し
て
認
識
す
る
。

●
Ｉ
Ａ
Ｓ
２
号
に
お
け
る
正
味
実
現
可
能

価
額
は
、通
常
の
事
業
の
過
程
に
お
け

る
見
積
売
価
か
ら
、完
成
ま
で
に
要
す

る
原
価
の
見
積
額
お
よ
び
販
売
に
要
す

る
コ
ス
ト
の
見
積
額
を
控
除
し
て
算
出

さ
れ
る
が
、販
売
に
要
す
る
コ
ス
ト
の

見
積
額
は
、販
売
に
係
る
増
分
費
用
の

み
に
限
定
さ
れ
ず
、そ
の
範
囲
は
事
実

お
よ
び
状
況
に
応
じ
た
判
断
に
よ
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
解
釈
指
針
委
員
会（
以
下
、

「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
─
Ｉ
Ｃ
」と
い
う
）は
国
際
会

計
基
準
審
議
会（
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）の
関
連
団
体

で
あ
り
、
各
国
の
利
害
関
係
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
基
準
に
関
す
る
検
討
依

頼
や
質
問
を
分
析
し
、
基
準
書
の
改
訂
や

解
釈
指
針
の
開
発
に
着
手
す
べ
き
か
否
か

の
審
議
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
審
議
の
な
か
で
基
準
書
の
改
訂
や

解
釈
指
針
の
開
発
は
不
要
と
判
断
さ
れ
た

論
点（
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
は
却
下
さ
れ

た
論
点
）に
つ
い
て
は
、「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決

定
」が
発
行
さ
れ
る
。
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定

に
は
、
却
下
理
由（
た
と
え
ば
、
現
行
の

基
準
書
に
十
分
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
示
さ
れ

て
い
る
等
）と
と
も
に
、
現
行
の
基
準
書

に
基
づ
く
考
え
方
が
示
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
実
務
上
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定
の
内
容

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
０
２
１
年
１
月
以
降
に
発
行
さ
れ
た

ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定
は
、
図
表
１
の
と
お
り

で
あ
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
な
か
か
ら
、

わ
が
国
の
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
企
業
の
会
計
実

務
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
一
定
程
度

あ
る
と
筆
者
が
考
え
た
も
の
を
選
択
し
、

紹
介
す
る
。
た
だ
し
、
本
章
で
紹
介
で
き

な
か
っ
た
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定
に
つ
い
て

も
、
実
務
で
該
当
し
た
場
合
に
は
留
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
本
章
の
記
載

は
２
０
２
２
年
１
月
末
時
点
の
情
報
に
基

づ
い
て
お
り
、
文
中
の
意
見
に
関
す
る
部

分
は
筆
者
の
私
見
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添

え
る
。

（図表１）　2021年1月以降に発行されたアジェンダ決定

発行時期 タイトル

2021年4月※ IAS38号「無形資産」
－クラウド・コンピューティング契約における
コンフィギュレーションまたはカスタマイゼー
ションのコスト

2021年5月※ IAS19号「従業員給付」
－給付の勤務期間への帰属

2021年5月※ IFRS9号「金融商品」
－実質金利に起因するキャッシュ・フローの変
動可能性のヘッジ

2021年6月※ IAS2号「棚卸資産」
－棚卸資産の販売に要するコスト

2021年6月 IAS10号「後発事象」
－企業がもはや継続企業ではない場合の財務諸
表の作成

2021年10月 IFRS16号「リース」
－リース料に対する還付されない付加価値税

2021年10月 IAS32号「金融商品：表示」
－当初時点において金融負債に分類されるワラ
ントの会計処理

2021年12月※ IFRS16号「リース」
－風力発電基地の使用から生じる経済的便益

※　本章で紹介しているアジェンダ決定


